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入手・起動方法から基本的な使い方まで

●Z-GISについての質問（接続時の疑問・機能がわからない）は、
 【Z-GISサポート窓口（（社）農協協会  Z-GIS管理部）】　電話：03-3639-1125　　メール：z-gis@jacom.or.jp　
　までご連絡ください。

　Z-GISを使用するには、事前準備が必要です。コンピュータのプロパディ、システムのバージョンアップ情報などから、PCのb i t
数を確認します。ひとつのPCで31日間使用することが可能な「1か月お試しID」を使用する場合はZ-GISホームページ
（https://z-gis.net/99/）の「無料で試す」で確認しておきます。

事前準備　32bit／64bitの確認と1か月無料ID

　Z-GISフォルダのZアイコン（Z-GIS）をダブルクリックし
ます。初回とバージョンアップのときだけ、パスワードの入力
が必要です（画面-４）。

●Z-GISを開いても地図が表示されない場合は、左上の「設定」
アイコンをクリックします。サーバーのタブを選択し、「プロ
キシーサーバーを使用する」「IEに登録済みのProxyを流用」
にチェックを入れます（画面-5）。

●変更反映を押すと「地図」が表示されます（画面-6）。なお、
「設定」ダイアログの上部「地図」のドロップダウンリストから
好みの地図を選択できます。GEOSPACE電子地図は一般的
な電子地図です。GEOSPACE航空写真は詳細な写真地図
で、田んぼの畦畔まで確認可能です。ほかに、国土基本図：
淡色などが活用できます。

※以上のような操作を行っても地図が表示されない場合は、「.NET　Framework4.5」が入っていない可能性があります。　　　
　Z-GISホームページの「お問い合わせ、相談」の「.NETとは何か」を参照してください。

画面-4

画面-5 画面-6

Z-GISの起動

●マウスのホイールボタンを使用し地図を拡大縮小できます。電子
地図で場所を選択してから、航空写真に変更すると作業がスムー
ズです。登録したい場所（圃場）の上にカーソルを置き、右クリ
ックで「ポリゴンの新規作成」を選択します（画面-７）。

●できたポリゴンをクリックし青色に変わったら、右クリックで
「ポリゴンの編集」を選択します（画面-８）。

●黄色い枠の四隅をドラッグし、圃場のサイズに合わせて移動させ
ます（画面-９）。形ができたら決定ボタンで確定し、次の圃場
（ポリゴン）を登録していきます。

画面-7

画面-8 画面-9

圃場（ポリゴン）の作成・登録

　Z-GISホームページのダウンロ－ドページで、使用許諾書に同意をす
るとダウンロードのボタンが起動します（画面-1）。

画面-2 画面-3

画面-1

Z-GISのダウンロード

●自分のPCにあったbit数のソフトを選択しダウンロードします　　　
（画面-2）。

●圧縮ファイルを右クリックで解凍し、デスクトップなど作業しやすい
場所に展開します（画面-3）。

●展開したZ-GISフォルダの中のZアイコン（Z-GIS）は、Z-GISフォ
ルダの中でのみ機能します。Zアイコン（Z-GIS）だけ取り出してデス
クトップ等で使用することはできません。デスクトップ等に貼りたい
場合は、ショートカットを作成してください。

●圃場の登録が完了したらツールバーの「保存」ボタンを押し
ます。任意のフォルダを選択し、名前を付けて保存します
（画面-10）。

●できたExcelファイルをダブルクリックし、Excelで開きます
（画面-11）。データのないD列以降に登録したい項目を入力

画面-10

画面-12

画面-11

画面-13

ファイルの保存とデータ入力 します。入力したら（このサンプルでは、所有者、栽培品種、作
業日）、Excelファイルを上書き保存し終了します。

●任意のフォルダのExcelファイルをZ-GIS上にドラッグアン
ドドロップして開きます。さきほど入力した列がZ-GISで反
映されていることを確認します（画面-12）。

●Z-GIS上の表のセルを選択し、直接入力することもできます
（画面-13）。
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